
         

区民の皆さんへ 

 

「基本構想を考える職員研究会」が発足し

ました 

 

５月９日（水）、「世田谷区基本構想・基本

計画」の策定にあたり、若手職員が区の

将来像について自由な発想で議論し、政

策を考案・発表する「基本構想を考える職

員研究会」が発足しました。 

 

 今回、話し合いの手法として、「ワール

ド・カフェ方式」を区として初めて採用しまし

た。ワールドカフェとは、カフェのようにリラ

ックスした雰囲気の中で、４～５人単位の

小グループのメンバーの組み合わせを絶

えず変えながら話し合いを続けることによ

り、参加者全員が話し合っているような効

果が得られ、新しいアイディアや気づきが

生まれる手法です。 

 基本構想策定の過程だけでなく、この研

究会に参加する職員（研究員）が今後区

民の生の声を聞く機会に、自由で新しいア

イディアがたくさん出るように話し合いをサ

ポートできるようになることも期待して採用

しました。 

 

 発足式で私は、「同じものでも人によって

いろいろな見方がある。硬くならず柔軟に

考え、面白い意見をたくさん出してほし

い。」と挨拶しました。 

 

 その後、早速、「20 年後の世田谷」をテ

ーマとした話し合いが始まりました。 

 

   

世田谷区長 保坂展人  

都政新報 2012.5.11 より 
都政新報社の了解及び区担当

課の確認を得て紹介します。 

区のＨＰ 「区長の部屋」より


